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☆沖縄県国頭郡伊江村ＰＴＡ会長の発表☆ 

 島には高校がありません。１５歳で自分も島を離れた経験から子ども達に何かできることはないかと

考え、生きていくための力を身に付けて欲しいとＰＴＡ主催でお弁当の日の活動を行っています。１５歳

までで子育て親離れ！伊江村ＰＴＡの方針は『子ども達の夢を応援するＰＴＡ活動を展開しよう』とい

うスローガンをかかげ、Ｐ（ぱっと）Ｔ（楽しく）Ａ（集まろう）が合言葉。なぜ、弁当の日？島の子ども達は

中学校卒業後、家族や生まれ育った島を離れる生活が待っています。家事の一切合切を自分でやる

必要があります。自主自立をさせることがＰＴＡの責務なのです。お弁当を作ることで、作り方や片付

け前夜の準備まで一緒にすることで、親子の会話が増え、作る楽しさや食べる喜び、食の大切さを伝

えています。地域は大きな家族です。これからも保護者・教職員・地域・行政が一丸となって１５歳で『島

建つ』子ども達にエールを送り続けます。 

☆宮崎県日南市立吾田中学校 ＰＴＡ会長の発表☆ 

 『生徒会挨拶運動』基本的な生活習慣の定着を目的に生徒会が積極的に毎週金曜日の朝正門前で

登校中の生徒に笑顔でハイタッチをしながら挨拶を交わしています。お互いを大切にする温かい心が

育ち、互いに認め合う風土が醸成され、生徒同士の円滑な人間関係が構築されています。 

 『ＰＴＡ挨拶運動』生徒会挨拶運動を校内から地域へ広げ、月に1回（第3金曜）出勤前に集合し生徒会

とともにＰＴＡ挨拶運動をしています。地域の方々に明るい笑顔と元気な声を送り届けることにより、

生徒と共に地域に奉仕し、人を思う温かな心を育てることが目的です。 

『今日も元気に行ってらっしゃい！』のメッセージを手に大きな声で挨拶と笑顔を届けることで、生徒

の感想『始めは照れくさかったけど時間が経つにつれて『みんなで町つくりをしているんだな』と思え

るようになりました。車の窓を開けて笑顔で手を振ってくれる人を見ると、心がホッコリします。挨拶が

みんなのためになっていると思うと嬉しいです。これからも頑張ります！』地域は家族です。声をはっ

た挨拶＝見守りにつながり、子どもの存在も認められます。地域社会と一体となって相互に助け合う

礎を築くことが出来たと確信しています。挨拶と奉仕の真心、学び続ける姿勢が住みよい社会を築く

第一歩であり人権尊重につながります。 

☆1日目 第6分科会  2018年10月27日(土)  

【温かい家庭を築くために】 日常生活のあらゆる場面を通じて、心の豊かさや自他を思いや

る心、命の尊さなどを保護者が身をもって子どもに模範を示し、伝えていく。そうすることで

良好な親子関係が生まれ、子どもの自立を促すことにもつながります！ 

☆２日目 全体会 10月28日（日）鹿児島アリーナ 

  楽しみにしていた『大嶋啓介』さんの講演(∩´∀｀)∩  

  本気じゃんけんでは会場の７０００人が一つになりました  

  めちゃくちゃ～ヾ(≧▽≦)ﾉ興奮しました！ 

  鹿児島大会 ２日目 全大会 記念講演 講師 大嶋啓介氏  
   夢と希望を与える講演家 株式会社てっぺん代表取締役 

   演題 『大人が変われば子どもが変わる。 

      子どもが変われば未来が変わる』 

 

 

 

           ※大嶋啓介さんの動画はＦＢやＹｏｕTubeでもご覧いただけます！ 

夢が叶うときの方程式はこう！ 

「目標（夢）」×「ワクワク（喜び）」＝「叶う」 
 

この流れを呼び起こすのに最も効果的なのが「予祝」。 

前祝いをすることが、心の状態をワクワクにします。 

心がワクワク（喜び）の状態になっていれば、 

多くの物事は叶います。 

目の前の現実をすべてワクワクに変える“予祝“とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、昔から日本人は願いを叶えるために、「予祝」という方法を使っていました。 

 

 僕は片思いしていた子にこう伝えたのです。 

「今度のテストで、学年で３番以内に入ったら付き合ってほしい」なんと、そう告白したら、あれだけ苦痛だった勉強

が、楽しくなってきたのです。なんたって、勉強の先に待っているのは、彼女とデートですからね（笑）。 

彼女と付き合ってることを何度もイメージしながらワクワク勉強してるので、試験前なんか、あまりに寝ずに勉強す

るもんだから、「いつまであなたは勉強してるの！？ いい加減、寝なさい！」とお母さんに怒られたくらいです

（笑）。このときに、自分次第で、面白くないものを楽しくできるって気づいたんです。そして、ワクワクって無敵だっ

て痛感しました。告白だけではなく、受験勉強やスポーツに関しても、一番喜んでほしい人が泣きながら喜んでくれ

ている顔や姿を想像してこんな嬉しい日が未来に待っていると想像してから勉強にとりかかる！それだけで成果

は全く変わってくる！「成功したからワクワクするのではない。ワクワクしているから成功するのだ」 
 

 夢や希望のない子ども達52％ 今の子ども達は夢がもてない。 

大人を尊敬できていないです。子どもの自殺は希望がなくなったから 

大人の疲れた姿や疲れたという言葉を見て育ってしまった子ども達は希望や夢を持てなくなってしまった。 

子どもの可能性を伸ばすとてもシンプルな方法 家庭の明るい空気です！ お母さんがキラキラ笑っていると家

庭の空気が変わりその瞬間に未来も変わります！お父さんへ！イクメンよりももっと大切な役割はお母さんを笑顔

にすることです！子ども達に大切なお母さんやお父さんの笑顔だったり頑張っている姿を見せてください。大人っ

てこんなに楽しいんだぞ！と伝えてあげてください。 

 

大人が変われば子どもが変わる。大人が輝けば子どもが輝く。 

子どもが輝けば日本の未来が輝く！ 
大人が人生を楽しむ。人生はめちゃめちゃ面白いで～ 

人生は最高に面白い！ということをこれからも伝え続けます。 

 願いを叶える最大のコツは『喜ぶこと』です。 

そのことを古来、日本人はよく知っていました。 

たとえば、なぜ日本人はお花見をするのか？

実はお花見こそ、古代日本人が実践していた、

願い（夢）を叶えるための引寄せの方法だっ

たのです。古代日本人の一番の願いは、稲が

たわわに実り、お米がしっかりととれることで

した。その願いの実現を引寄せるためにやっ

ていたのが実はお花見だったのです。これを

『予祝』と言います。いわば『前祝い』です。『先

に喜び、先に祝うことで、その現実を引寄せ

る』というのが、日本人がやっていた夢の叶

え方です。盆踊りも予祝、秋の豊作を喜ぶ前

祝いダンスです。 

☆予祝で最高の未来をつくろう！☆ 



　　　　平成30年度　2月発行　第4号

  

  

  

  

 皆さまこんにちは！会員の皆様におかれましては日頃からPTA活動へのご理解とご協力を

いただき、誠にありがとうございます。私には務まらないのでは？と自身の不安の中での会長

となり 早いものでもう一年が経とうとしています。PTA主催の行事としましては、5月の祭前

夜祭からはじまり行事を何事もなく無事こなせたことは執行部と役員の皆さん、先生方、そして

会員の皆様の協力なしでは語れません。ありがとうございました。 

 会長初年度である本年度は「まずやってみよう！」のマイスローガンで昨年度から行事、運営

の内容はほぼ変えることなくやってきました。私自身全体の動き、流れを見るという一年間に

なりました。そこから考えられる問題点、課題を感じ、また自分に会長をさせていただけるなら

ば、次年度は県のPTA連合会も使っている言葉ですが「新しい時代を共に歩むPTA活動」を目指

して改革していこうと考えています。 

 戦後アメリカから伝わりはじまったPTAもその長きにわたる年月の中で、世の中はもちろん、

地域、学校、家庭、子どもをとりまく環境はかなり変化しております。家庭において共働き世帯の

多くなるなかPTAの活動が負担になりすぎていないか、特定の方に頼りすぎていないか、活動

が時代に合っているかなど、課題と向き合っていきたいと考えています。この執行部新聞は活

動の見えにくい部分、学んできたことなど展開したく発行させていただいております。会員の皆

様におかれましては今後ともご理解ご協力のほどよろしくお願い致します。 

                        豊津小学校ＰＴＡ会長 岡部俊介 

心をひとつに 

Ｐ・Ｔ・Ａ 
 

  

  みな様よりご協力いただいた募金金額は総額 ￥42,648 
   福岡県ＰＴＡ連合会に各地から集められた支援金は 新しい校旗の作成や復旧・復興活動、 

学校行事や交流事業など、子ども達を元気づける活動に活用されます。 

 

☆みな様から集められたお金は困っている子ども達へ直接届けられるお金です☆ 

   同じ年代の子どもを持つ親として、保護者として、困っている子ども達のために 

『今！私達にできるまず一歩』これからもご理解とご協力よろしくお願いいたします。 
  

 
平成３０年度 募金活動の結果をご報告いたします。                     

○8月18日 除草作業にて   『第一回目募金活動』実施  募金金額 ￥23,100 

○9月22日 秋季大運動会にて  『第二回目募金活動』実施  募金金額 ￥19,548 

                  合計金額総額 ￥42,648 
 

 ご協力いただきました皆さまに心よりお礼申し上げます。 

お預かりした募金は 『福岡県PTA連合会九州北部豪雨募金』へお送り致しました。 

                                豊津小学校ＰＴＡ執行部 一同 

 

 

   役員ではないけれど私にも出来ることあるのかな・・・ 

 ～ちろんあります！活動報告を読んで楽しんで(´▽｀*)一緒に学んでください！ も  平素より福岡県ＰＴＡ連合会の活動にご協力いただきありがとうございます。  

 豊津小学校ＰＴＡメンバーでは顧問として 来年度の日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会 福岡

県大会では広報部長として活動しております。緑が丘の瀬戸です。 

 本年度初めて『ＰＴＡ連合会主催による親睦９人制ソフトバレーボール県大会』を１１月２４日㈯犀

川総合体育館で行ました。本大会では福岡県ＰＴＡ連合会の永原会長より 実行委員長をおおせ

つかり、十分な準備時間のない状況ではらはらしましたが、福岡県の役員さんをはじめ、豊津小Ｐ

ＴＡ役員さん達のご協力もあり、大懇親会まで行うことができました。福岡県内より６チームのご

参加をいただきました。どのチームのみなさんもお忙しい中ではありましたが、一緒に楽しく汗

を流し、来年度に開催する『第６４回日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会福岡県大会』に向けて、各ブ

ロック会員相互の親睦深めること、また会員のみなさなに周知することもできました。とてもす

ばらしい機会になりました。さすがにスケールの違う取り組みに正直戸惑いましたが、みなさん

のご協力のおかげでやり遂げることができました。達成感あふれ感謝の気持ちでいっぱいです。

もっと大きなことができる自信につながりました。 

結果発表 優 勝 勝山地区連合チーム 

     準優勝 豊津小学校単ＰＴＡチーム みなさんご協力ありがとうございました。 

 来年度 『日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会福岡県大会』では苅田中央公民館にて第５分科会

が開催されます。この大会が多くのみなさんの学びの場になりますよう、またすばらしい大会に

なりますよう一生懸命取り組んでまいりますので、協力要請があった際にはご協力をよろしくお

願いいたします。                     

  
 豊津小学校ＰＴＡ顧問 瀬戸祐一 

☆３０年度豊津小学校運動会募金活動の様子☆ 
 福岡県ＰＴＡ連合会のホームページで紹介されております 各地での募金活動の様子やＰＴＡ新聞を 
 運動会にお越しいただいたみな様にご覧になっていただけるよう、掲示板を作成しました！ 

役員のみなさまご協力 
ありがとうございました！ 
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 二人がいちばん伝えたいことがあったとすれば、明日が当たり前に来るということはないと言う事、この瞬間瞬間が奇

蹟に近い様な素敵な時間で、だからこそこの奇蹟の時間を一生懸命に生き抜いて行かないといけないという事を彼等に

教えてもらった様な気がします。 

 お通夜とお葬式には1500人の友達が来てくれました。幼馴染の男の子が大きな声で叫びました、「なんで寛大だったん

だろう」と言う言葉。私も「なんで寛大だったんだろう」と思いました。お酒を飲んで車を運転すると言う事は人の命を奪う

大変危険な行為であると言う事を知っていただく活動をしますと言うのが、出棺の挨拶になってしまいました。 

 友達から好きな女の子の話など色々知らないことなども聞く事が出来ましたが、もっと息子と話をしていればよかったと

思いました。長男の事故から心に決めたことがあります。「ありがとう」と「ごめんなさい」はその日のうちにちゃんと相手に

伝えていこう。「行ってらっしゃい」と「行ってきます」は相手の顔をちゃんと見て、無事に帰ってきてねの願いを込めて、ちゃ

んと言おう！と心に決めました。今もそうしています。 

 同級生が裁判に来て一緒に法廷に入りました。『加害者に一言文句を言ってやろうと来た』と言う事でした。 

懲役１４年と言われて息子の命は14年なのかと思うと、ワーッと泣いてしまって、同級生も一緒に泣いてしまいました。 

同級生は文句を言おうと思ったが、加害者の顔を見たらあまりにも普通の人なので吃驚したと言っていました。 

飲酒運転は重大な犯罪ですが、たまたま酒を飲んでたまたまハンドルを握ったが為に起こしてしまう犯罪です。 

加害者は35歳、年老いた両親がいて、深々と頭を下げる姿を見て、同級生たちが 

「いかんよね、こんなにご両親にみじめな思いをさせたらいかんよね、だってご両親には関係ないやん」と言ったのを聞い

て本当に私もそうだと思いました。子ども達は「被害者を出さないのは当たり前、本当に大事なのは加害者を作らないこと

だ」といってくれました。被害者の周りの人達はとんでもない悲しみを背負って生きています。 

加害者の周りにいる方も或る意味被害者かもしれません。加害者を作らない世の中にしないといけないと思っています。 

飲酒運転ゼロ、交通事故もゼロになる様に 福岡県の皆さんで目指すのは「飲酒運転ｾﾞﾛ」 
 

  

4月 会長・副会長研修会（甘木） 

5月 春祭り 店出店  

   京築ブロックＰＴＡ連合会総会・母親部会総会  

   みやこ町ＰＴＡ連絡協議会総会  

   京都郡ＰＴＡ連合会総会・母親部会総会 

6月 県ＰＴＡ連合会総会 

   家庭教育宣言（豊前） 

   教育講演会 西村澄子先生 

7月 研修委員会研修会  

   ｓｔｏｐザ非行 （福岡） 

8月  不登校・特別支援講演会（豊前） 

   除草作業 第1回 募金活動   

   京都郡ＰＴＡ連合会役員会 

9月 母親代表研修会（福岡） 

   第2回 募金活動 

10月 みやこ町Ｐ連スポーツレクレーション 

    ☆京築ブロックＰＴＡ連合会研修会・母親研修会☆ 
   講演『思いやりで社会を変える～飲酒運転撲滅への思い～』 山本美也子 

  ☆日本PTA九州ブロック研究大会 鹿児島市大会☆   

 

30年度  豊津小学校ＰＴＡ執行部活動報告       

京都郡ＰＴＡ連合会・母親部会研修会 
  

  2018年10月3日(水)13：00～  苅田町立馬場小学校  

 講演 『思いやりで社会を変える～飲酒運転撲滅への願い～』 

 講師 ＮＰＯ法人はぁとスペース 代表理事 山本美也子 先生 

 ☆先生紹介☆ 

ご主人は２０歳で交通事故にあい 車いすマラソンのアスリートとして世界で活躍。 

障がい者も健常者も一緒に楽しく生活できる思いやりスペース作りをめざし、２０１０年３月 

『ＮＰＯ法人はぁとスペース』を創立。車いす優先駐車場のマナー啓発運動や、障がい者スポーツの支援などを行う 

創立して約一年後の２０１１年２月。当時１６歳の長男とその友人を飲酒運転事故により奪われる。 

その直後より『飲酒運転撲滅活動』をはじめ、命の大切さや加害者も被害者も作らない事について各地で訴え続けています。 

 

♡障がい者アスリート支援事業 
主人はスポーツを頑張る障がい者。リオデジャネイロﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸの代表選手にも選ばれました。 

ジュニア陸上教室では 障害をもっている子ども達に当たり前に挑戦できる環境を作ってあげたいという思い。スポーツを

通じて頑張る心・あきらめない気持ちを持つ子ども達の育成を目指し、未来のパラリンピックアスリートを輩出出来るように

頑張っています。 

♡ドライバーズマナーアップ運動 「停める人を注意」するのではなく、「停めない人を増やす」運動 

スーパーや施設などで『車椅子優先駐車場』に本当に必要な方が停めることが出来ないという現状があります。 

そのたびに停めている人に声をかけていたのですが、でも逆に怒られるのが現状です。 

車椅子優先駐車場が広いのはドアを全部開けないと自分で車椅子を降ろすことが出来ないので大きな幅が必要なんです。 

だから普通の駐車場ではその動作が出来ないので降りてくることができません。バスに乗るのも大変で這って登り、そのあ

と車椅子を乗せると、時間がかかるので早くしてほしいとの文句があり、たびたび喧嘩になりました。 

状況がなかなか変わらず、ＮＰＯ法人を立ち上げ、皆さんに知っていただく事が大事だと思って、車椅子優先駐車場の必要

性、夫婦とも車椅子の人達の多いことや、健常者とこうあってほしいと伝える活動を始めました。 

ようやく理解してくれる人達が増えてきて、バス乗車も手伝ってくれるような人も現れてきました。 

『怒りや憎しみでは社会は変わらない！』ということに気付き、文句を言うのではなく先に『ありがとうござ

います』を言うことにしました。そんな活動していた1年後に長男が事故にあってしまいました。長男の遺体をみた時でさ

えも、こんなに綺麗に包帯を巻いていただいて有難うございますと医師と看護師さんにお礼を言う事が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

♡飲酒運転ゼロ活動 
2011年2月9日 長男は飲酒運転の車に友人と共にあっという間に命を奪われてしまいました。 

その日の朝は早く家を出ないといけないので 長男の尻をポンと叩いて、顔も見ずに出掛け読み聞かせのボランティアを

終えてＮＰＯ法人の打ち合わせをして、11時頃長男にメールをしました。事故に遭ったのは11時9分で、私のメールは見ること

が無かったようです、返信はありませんでした。警察から連絡があった時は夜中の2時30分で事故で即死だとの電話でした。 

包帯でぐるぐる巻きにされた長男のにっこり笑ってる様な顔を見て「あんたはだいたいなんばしおったと」と言いました。 

事故でどなたかに迷惑をかけたのではないか…ということと、一緒にいた友達のことも気になりました。 

朝8時半ごろ家に帰って、荷物を纏めていると、ワイドショーの様に沢山のＴＶカメラとマイクが向けられて、『お母さん息子さ

んが飲酒運転の車にはねられたんですけれど』と、マスコミから知らされました。一緒にいた友達が亡くなったことも知らさ

れました。ＴＶカメラの前に踏ん張って、『飲酒運転は殺人です。何にも悪いことをしていない二人があっと言う間

に奪われる、まるで無差別殺人と一緒です』とＴＶに答えたのが全国のニュースになったことを後で知りました。 

息子の事故は歩道を歩いていて 駅で明日行われるマラソン大会についてみんなと話した後、自転車を取りに行っている

最中に事故に遭ったと言います。加害者はよく酒を飲む再犯者で以前もつかまったことがありました。 

この日加害者は相当飲み過ぎてしまって、居眠り状態で75ｋｍ/Ｈ以上で真後ろから二人にぶつかり殆ど即死の状態でした。 

刑事裁判で周りで飲んでいた人も、店の人もまさか加害者が運転するのを知りませんでした、といいいました。1人ぐらいタ

クシーを呼んでくれる人がいなかったのか、1人ぐらい運転するのはいけないと言わなかったのか、叫びたかった。 

 

11月 福桶県ＰＴＡ連合会ソフトバレーボール大会 

   行橋京都学校健康教育講演会   

12月 京築ブロックＰＴＡ連合会研修会(苅田) 

1月 京都郡ＰＴＡ連合会研修会・情報交換会 

2月 "新”家庭教育宣言 実践報告会 

   福岡県ＰＴＡ連合会安全部会 

        「通学路の交通安全研修会」 

   ☆ については詳しい記事を紹介しております！  

       時間のあるときにぜひ読んでみてください！ 

 明日が当たり前に来るということはない！ 

この瞬間瞬間が奇跡に近いような素敵な時間で、だからこそこの奇跡の時間を 

一生懸命に生き抜いていかないといけないということを彼らから教えてもらいました。 

もっと息子と話をしておけばよかった。長男の事故から心に決めたこと 

『ありがとう』と『ごめんなさい』はその日のうちに相手に伝えること！ 

『行ってきます』と『行ってらっしゃい』は相手の顔をちゃんと見て！ 

本当に素敵なお母さんと出会いました。 私だったら同じことができるかな。。。 

悲しみを抱えながらもしっかりと強く発信されるメッセージは 

飲酒運転はゼロで当たり前！飲酒運転ゼロ！ 
あなたのモラルで助かる命があります！ 

一人のお母ちゃんの はかり知れない優しさと力強さを感じました。 

山本さんの笑顔で『なんかせんないけんよね！』って言葉が今も耳に残っています。 

皆さんの周りのみんなに伝えてください！ STPO飲酒運転！ 

定期総会にて 
☆瀬戸祐一旧会長☆個人表彰☆ 

☆豊津小学校☆学校表彰☆ 


